
























































































らし ことです」とう内容 こ 書翰は、益州刺史 周撫に宛てたものと思われる。隠逸の思 を抱き、そうした生活をしたいと願いながらも、なかなかそれを叶えることができなかった、羲之の思いを読み取ることができる書翰である。 （注③）
以下、本稿では、永和九年（三五三） 、羲之が五十一歳の時に催





















































































倦、情隨事遷、感慨係之矣。向之所欣、俛仰 間、以爲陳蹟。猶不能不以之興懷。況脩短隨化、終期於盡。古人云、死生亦大矣。豈 痛哉。每覽昔人興感之由 若合一契。未嘗不臨文嗟悼不能喩之於懷。固知、一死生爲虛誕 齊彭殤爲妄作。後 視今、亦由今之視昔。悲夫。故列敍時人、錄其所述。雖世殊事異、所以興懷、其致一也 後之覽者、亦將有感於斯文
永えいわ










































































































そもそも、人がそれぞれ 自分の一生を過ごす場合、心に抱く懐いを、一室の中で語り合うこともあろうし、また、託するもの 身をまかせ 形体 超越して過ごすこともあろう。 その生き方は種々様々であり、静と動と同じくはないけれども、それぞれ自分 境遇をよろこび、しばらく自分の思うようになっている時には、心地好
よ
く満
足して、老いが我が身に迫ろうと い ことも忘れてし う。やがてそのしていることに倦
あ
きがきて、気持ちも事に従って遷ってゆ
















つの段落に分けることができる。すなわち、当日の会の様子を述べる第一段、生と死についての羲之 思いを述べる第二段、この会におけ 感懐を後世の人 伝えるために、集ま た人々の姓名と作られた詩を記録するということを述べる第三段である「蘭亭の序」の中心である第二段において、 羲之は「古人云ふ、 『死生も亦た大なり』と」と言い、 生とは 生の大事 り、生きている間こそが全てであり、 死後 世界は考え ことは出来ないし、考え も仕方がないという自らの思 を述べて 。それでは、この短い生涯を、どのように生きていけば良いのか。

























































































































だこれだけです。 あな もお察し下さい。 心にもないことは言ってはおりません。本当に、所
いわゆ
謂る『賢者はその大きなところを
知っ おり、不賢者はその小さなところを知っ おる』というものです。あなたにお目にかかるすべがありません それで心
のたけを述べ尽くし、拝眉に代える次第です。 」
この書翰は、 『晋書』本伝にも、 「吏部郎謝万に書を与えて曰く」
として載せてある。書翰の中で、 「諸子を率ゐ、孫を抱き、其の間に遊観す」というように、老年を迎えた羲之にとっては、家族と過ごす時間は何より楽しいものであった。特に幼い孫たちは羲之にとって、かけがえのない存在であった。しかし、そうした幼い孫が世を去 しまうという悲 出来事もあった。
官奴小女玉潤、病來十餘日、了不令民知。昨來忽發痼、至今























































































































































































































































































































































































































































「新しい生命は次々と造り出されるが、いったん死んでしまえば再び起き上がることはない」と悟った王羲之は、 「大いなる造物主の功業、 万物すべて形 異なるもその理は一つ」 であり、 「道理に順ってお ずから泰然」として生き、そして死んでゆこうという心構えをこの詩に見せた。人間の生死を嘆き悲 むより、今 の時を楽しむことを重視する思いは、 「蘭亭の序」に記された「目を遊ばせ懐いを馳せること」十分に楽しむ考え方 重 っている。詩の中で書












Wang Xizhi and Lanting Xu
Toshiyuki SATO and Liu JINPENG
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　　Wang Xizhi, is traditionally referred to as the Sage of Calligraphy, and his most famous work 
is Lanting Xu (Preface to the Poems Composed at the Orchid Pavilion). Lanting Xu is highly 
appreciated not only for the aesthetic form of the manuscript, but also its philosophical expressions, 
which are considered important materials for analyzing Wang Xizhi’s views on life and death. He 
was forced to struggle for the social position of the Wang family as its patriarch, although he used 
to yearn for a secluded life. This article focuses on the texts of Lanting Xu and some related short 
letters, to delineate Wang Xizhi’s original philosophy of life, typified by the idea “obtaining 
pleasure from the present”. 
